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(57)【要約】
　本発明は、ロケータ/ID分離(LISP)通信側がインター
ネット通信側へデータパケットを送信するステップを含
むネットワーク相互通信の方法を開示する。本発明は、
他のネットワーク相互通信の実現方法及び相応のシステ
ムをさらに開示する。本発明は現有のインターネットと
LISPネットワークとのデータ相互通信を実現し、サービ
スの適用範囲を拡大する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク相互通信の方法であって、ロケータ/ID分離(LISP)通信側がインターネッ
ト通信側にデータパケットを送信するステップを含み、
　前記ロケータ/ID分離(LISP)通信側がインターネット通信側にデータパケットを送信す
るステップは、
　前記LISP通信側がLISPネットワークのトンネルルータ(TR)にLISP単層データパケットを
送信し、前記LISP単層データパケットにおける送信元アドレスはLISP通信側のエンドポイ
ントIDであり、送信先アドレスはインターネット通信側がLISPネットワークと相互通信す
るためのエンドポイントIDであるステップと、
　前記TRが前記LISP単層データパケットを受信し、解析した後、LISP二層データパケット
にパッケージした後に相互通信サービスノード(ISN)に送信し、前記LISP二層データパケ
ットにおいて、外層送信元アドレスはLISP通信側のルータロケータであり、外層送信先ア
ドレスはインターネット通信側がLISPネットワークと相互通信するためのルータロケータ
であり、内層送信元アドレスはLISP通信側のエンドポイントIDであり、内層送信先アドレ
スはインターネット通信側がLISPネットワークと相互通信するためのエンドポイントIDで
あるステップと、
　前記ISNが前記LISP二層データパケットを受信した後、解析した後、IPデータパケット
にパッケージし、前記IPデータパケットにおいて、送信元アドレスはLISP通信側がインタ
ーネットと相互通信するためのIPアドレスであり、送信先アドレスはインターネット通信
側のIPアドレスであるステップと、
　前記ISNがルータによって前記IPデータパケットを前記インターネット通信側に送信す
るステップとを含み、
　これによって、ロケータ/ID分離ネットワークとインターネットとの相互通信を実現す
る。
【請求項２】
　インターネット通信側が前記LISP通信側にデータパケットを送信するステップをさらに
含み、
　前記インターネット通信側が前記LISP通信側にデータパケットを送信するステップは、
　前記ISNが、前記インターネット通信側が送信したIPデータパケットを受信し、前記イ
ンターネット通信側が送信したIPデータパケットにおける送信元アドレスは前記インター
ネット通信側のIPアドレスであり、送信先アドレスは前記LISP通信側がインターネットと
相互通信するためのIPアドレスであるステップと、 
　前記ISNが、前記インターネット通信側が送信したIPデータパケットを解析してLISP二
層データパケットにパッケージした後、前記TRに送信し、前記ISNがパッケージしたLISP
二層データパケットにおいて、外層送信元アドレスは前記インターネット通信側がLISPネ
ットワークと相互通信するためのルータロケータであり、外層送信先アドレスは前記LISP
通信側のルータロケータであり、内層送信元アドレスは前記インターネット通信側がLISP
ネットワークと相互通信するためのエンドポイントIDであり、内層送信先アドレスは前記
LISP通信側のエンドポイントIDであるステップと、
　前記TRが、前記ISNがパッケージしたLISP二層データパケットをLISP単層データパケッ
トにパッケージ解除し、前記TRがパッケージ解除したLISP単層データパケットにおける送
信元アドレスは前記インターネット通信側がLISPネットワークと相互通信するためのエン
ドポイントIDであり、送信先アドレスは前記LISP通信側のエンドポイントIDであるステッ
プと、
　前記TRが、ルータによって前記TRがパッケージ解除したLISP単層データパケットを前記
LISP通信側に送信するステップとを含む請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記インターネット通信側は前記インターネットの端末又はサービスサーバーであり、
前記LISP通信側は前記LISPネットワークのサービスサーバー又は端末である請求項1又は2
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に記載の方法。
【請求項４】
　前記インターネット通信側のエンドポイントIDは前記インターネット通信側が前記イン
ターネットにあるIPv4アドレス、IPv6アドレス又はIPv4アドレスを含む長いビットであり
、前記インターネット通信側のルータロケータは前記LISP通信側が前記インターネットに
あるIPv4アドレス、IPv6アドレス、IPv4アドレスを含む長いビット又は前記ISNのルータ
ロケータであり、前記LISP通信側がインターネットと相互通信するためのIPアドレスは前
記LISP通信側のエンドポイントID、排他の固定な公衆網IPアドレス又はシェアの、相互通
信に専用する公衆網IPアドレスである請求項1又は2に記載の方法。
【請求項５】
　ネットワーク相互通信の実現方法であって、ロケータ/ID分離(LISP)ネットワークの通
信側とインターネット通信側とがLISPデータパケット転換設備、相互通信データパケット
転換設備によって相互通信を実現し、LISP通信側は、LISPネットワークに位置され、身分
を示すエンドポイントID、位置を示すルータロケータ及び相互通信を実現するためのIPア
ドレスを有し、前記インターネット通信側は、インターネットに位置され、IPアドレス、
及び相互通信を実現するための、身分を示すエンドポイントID、位置を示すルータロケー
タを有し、前記方法は、
　LISP単層データパケットがLISP通信側とLISPデータパケット転換設備との間に伝送され
、前記LISP単層データパケットの送信元アドレス及び送信先アドレスがエンドポイントID
を採用して示す、LISP単層データパケット伝送ステップと、
　LISPデータパケット転換設備がLISP単層データパケットとLISP二層データパケットとの
間の相互転換を行い、前記LISP二層データパケットの外層送信元アドレス及び送信先アド
レスがルータロケータを採用して示し、内層送信元アドレス及び送信先アドレスがエンド
ポイントIDを採用して示す、LISPデータパケット転換ステップと、
　LISP二層データパケットがLISPデータパケット転換設備と相互通信データパケット転換
設備との間に伝送される、LISP二層データパケット伝送ステップと、
　前記相互通信データパケット転換設備がLISP二層データパケットとIPデータパケットと
の間の相互転換を行い、前記IPデータパケットの送信元アドレス及び送信先アドレスがIP
アドレスを採用して示す、相互通信データパケット転換ステップと、
　前記IPデータパケットが前記相互通信データパケット転換設備とインターネット通信側
との間に伝送される、IPデータパケット伝送ステップを含み、
　これによって、ロケータ/ID分離ネットワークがインターネットと相互通信することを
実現することを特徴とする。
【請求項６】
　前記インターネット通信側は前記インターネットの端末又はサービスサーバーであり、
前記LISP通信側は前記LISPネットワークのサービスサーバー又は端末である請求項5に記
載の方法。
【請求項７】
　前記インターネット通信側のエンドポイントIDは前記インターネット通信側が前記イン
ターネットにあるIPv4アドレス、IPv6アドレス又はIPv4アドレスを含む長いビットであり
、前記インターネット通信側のルータロケータは前記LISP通信側が前記インターネットに
あるIPv4アドレス、IPv6アドレス、IPv4アドレスを含む長いビット又は前記ISNのルータ
ロケータであり、前記LISP通信側がインターネットと相互通信するためのIPアドレスは前
記LISP通信側のエンドポイントID、排他の固定な公衆網IPアドレス又はシェアの、相互通
信に専用する公衆網IPアドレスである請求項5に記載の方法。
【請求項８】
　インターネット通信側、相互通信サービスノード(ISN)、トンネルルータ(TR)及びロケ
ータ/ID分離（LISP）通信側を含むネットワーク相互通信の実現システムであって、
　前記LISP通信側は、LISPネットワークに位置され、前記TRにLISP単層データパケットを
送信し、前記LISP単層データパケットにおける送信元アドレスは前記LISP通信側のエンド
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ポイントIDであり、送信先アドレスは前記インターネット通信側がLISPネットワークと相
互通信するためのエンドポイントIDであるように設置され、
　前記TRは、LISPネットワークに位置され、前記LISP通信側に接続され、前記TRは、前記
LISP通信側が送信したLISP単層データパケットを受信し、及びLISP二層データパケットに
解析・パッケージして前記LISP二層データパケットを前記ISNに転送し、前記LISP二層デ
ータパケットにおいて、外層送信元アドレスは前記LISP通信側のルータロケータであり、
外層送信先アドレスは前記インターネット通信側がLISPネットワークと相互通信するため
のルータロケータであり、内層送信元アドレスは前記LISP通信側のエンドポイントIDであ
り、内層送信先アドレスは前記インターネット通信側がLISPネットワークと相互通信する
ためのエンドポイントIDであるように設置され、
　前記ISNは、前記TRに接続され、前記LISP二層データパケットを受信し、及びIPデータ
パケットに解析・パッケージし、前記IPデータパケットにおける送信元アドレスは前記LI
SP通信側がインターネットと相互通信するためのIPアドレスであり、送信先アドレスは前
記インターネット通信側のIPアドレスであり、前記インターネットによって前記IPデータ
パケットを前記インターネット通信側に送信するように設置され、
　前記インターネット通信側は、前記インターネットによって前記ISNに接続され、前記I
SNが送信したIPデータパケットを受信して処理するように設置され、
　これによって、ロケータ/ID分離ネットワークがインターネットと相互通信することを
実現する。
【請求項９】
　前記インターネット通信側は、さらに、前記ISNにIPデータパケットを送信し、送信さ
れたIPデータパケットにおいて、送信元アドレスは前記インターネット通信側のIPアドレ
スであり、送信先アドレスは前記LISP通信側がインターネットと相互通信するためのIPア
ドレスである、ように設置され、
　前記ISNは、さらに、前記IPデータパケットを受信し、及びLISP二層データパケットを
解析・パッケージし、且つ前記LISP二層データパケットを前記TRに転送し、前記LISP二層
データパケットにおいて、外層送信元アドレスは前記インターネット通信側がLISPネット
ワークと相互通信するためのルータロケータであり、外層送信先アドレスは前記LISP通信
側のルータロケータであり、内層送信元アドレスは前記インターネット通信側がLISPネッ
トワークと相互通信するためのエンドポイントIDであり、内層送信先アドレスは前記LISP
通信側のエンドポイントIDであるように設置され、
　前記TRは、さらに、前記LISP二層データパケットを受信し、及びLISP単層データパケッ
トに解析・パッケージし、且つ対応のLISP通信側に送信し、送信されたLISP単層データパ
ケットにおいて、送信元アドレスは前記インターネット通信側のエンドポイントIDであり
、送信先アドレスは前記LISP通信側の、LISPネットワークにあるエンドポイントIDである
ように設置され、
　前記LISP通信側は、さらに、前記TRが送信したLISP単層データパケットを受信して処理
するように設置される請求項8に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記インターネット通信側は前記インターネットの端末又はサービスサーバーであり、
前記LISP通信側は前記LISPネットワークのサービスサーバー又は端末である請求項8又は9
に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記インターネット通信側のエンドポイントIDは前記インターネット通信側が前記イン
ターネットにあるIPv4アドレス、IPv6アドレス又はIPv4アドレスを含む長いビットであり
、前記インターネット通信側のルータロケータは前記LISP通信側が前記インターネットに
あるIPv4アドレス、IPv6アドレス、IPv4アドレスを含む長いビット又は前記ISNのルータ
ロケータであり、前記LISP通信側がインターネットと相互通信するためのIPアドレスは前
記LISP通信側のエンドポイントID、排他の固定な公衆網IPアドレス又はシェアの、相互通
信に専用する公衆網IPアドレスである請求項8又は9に記載のシステム。
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【請求項１２】
　ネットワーク相互通信の実現システムであって、
　LISPネットワークに位置され、身分を示すエンドポイントID、位置を示すルータロケー
タ及び相互通信を実現するためのIPアドレスを有し、LISP単層データパケットを生成して
処理し、前記LISP単層データパケットにおける送信元アドレス及び送信先アドレスがエン
ドポイントIDを採用して示し、前記LISP単層データパケットを採用してLISPデータパケッ
ト転換設備と通信するように設置されるロケータ/ID分離(LISP)通信側と、
　LISP単層データパケットとLISP二層データパケットとの二方向転換及び転送を実現し、
前記LISP二層データパケットの、外層送信元アドレス及び送信先アドレスがルータロケー
タを採用して示し、内層送信元アドレス及び送信先アドレスがエンドポイントIDを採用し
て示すように設置されるLISPデータパケット転換設備と、
　LISP二層データパケットとIPデータパケットとの二方向転換及び転送を実現し、前記IP
データパケットの、送信元アドレス及び送信先アドレスがIPアドレスを採用して示し、前
記IPデータパケットを採用して前記インターネット通信側と通信するように設置される相
互通信データパケット転換設備と、
　インターネットに位置され、IPアドレス及び相互通信を実現するための、身分を示すエ
ンドポイントID、位置を示すルータロケータを有し、前記IPデータパケットを生成して処
理するように設置される、インターネット通信側を含み、
　これによって、位置分離ネットワークがインターネットと相互通信することを実現する
。
【請求項１３】
　前記インターネット通信側は前記インターネットの端末又はサービスサーバーであり、
前記LISP通信側は前記LISPネットワークのサービスサーバー又は端末である請求項12に記
載のシステム。
【請求項１４】
　前記インターネット通信側のエンドポイントIDは前記インターネット通信側が前記イン
ターネットにあるIPv4アドレス、IPv6アドレス又はIPv4アドレスを含む長いビットであり
、前記インターネット通信側のルータロケータは前記LISP通信側が前記インターネットに
あるIPv4アドレス、IPv6アドレス、IPv4アドレスを含む長いビット又は前記ISNのルータ
ロケータであり、前記LISP通信側がインターネットと相互通信するためのIPアドレスは前
記LISP通信側のエンドポイントID、排他の固定な公衆網IPアドレス又はシェアの、相互通
信に専用する公衆網IPアドレスである請求項12に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、特にロケータ/ID分離プロトコル(Locator/ID Separation 
Protocol、LISP)ネットワークとインターネットとの相互通信の実現方法及びシステムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報技術の発展につれて、インターネットを代表とする情報ネットワークが経済及び社
会の発展にますます重要な役割を果たす。しかし、インターネットが使用過程にますます
多い問題を暴露する。インターネット設計の最初、固定な依頼できる端末のみを考慮し、
端末移動性を支持しなく、内在の安全保障メカニズムもない。3G、B3G、4Gなどの無線技
術の発展につれて、インターネットがモバイル端末への支持はますます緊急な課題になっ
ている。同時に、インターネット応用範囲の拡大につれて、安全問題もより目立ち、これ
らの問題が従来のインターネット技術で解決されにくくなる。
【０００３】
　伝送制御プロトコル/インターネットプロトコル(Transmission Control Protocol/Inte
rnet Protocol、TCP/IP)はインターネットの基礎である。IPアドレスは、身分、位置の二
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重属性を有し、インターネットが移動性を支持しない根源である。端末の身分属性として
は、IPアドレスが端末モバイル過程に変更することができなく、でないとTCP、ユーザデ
ータグラムプロトコル(User Datagram Protocol、UDP)などの上層サービス接続はアドレ
スの変更に従って中断され、端末の位置属性としては、IPアドレスが端末モバイル過程に
変更しなければならなく(アドレスが現在所在のサブネットプリフィックスを有しなけれ
ばならない)、でないとルータがデータパケットを端末に正確に転送できない。同時に、I
Pアドレスの二重属性もインターネットの安全性を徹底的に解決できない原因である。IP
アドレスが端末の位置属性を含まなければならないため、モバイル端末が固定なIPアドレ
スに分配されることができなく、このため、インターネットにIPアドレスによってハッカ
などの攻撃者の身分を確定できない。これは目前のインターネットでの攻撃、詐欺、濫用
などの安全問題を解決できない原因である。
【０００４】
　IPプロトコルが二重属性の欠陥を有することに対して、業界は多種の身分、位置分離に
基づく次世代のネットワーク技術を研究していき、一般的にネットワーク及びホストコン
ピュータに基づく2種類の解決方案に分けられる。LISPはネットワークに基づく解決方案
であり、インターネットルーティングテーブル規模を減少でき、ホストコンピュータの移
動性を間接に解決することができる。LISPの解決方案では、ボーダールーティング設備の
位置IPとホストコンピュータを識別するためのIPアドレスとを2つの異なるスペースに分
離させ、1つのボーダールーティング設備が任意のホストコンピュータIPアドレスにアク
セスされることができ、これらのホストコンピュータIPアドレスセグメントがバックボー
ンネットに暴露されなく、バックボーンネットワークルーティングテーブルがトンネルル
ータの外部インタフェースIPアドレスのみを保存し、つまり、バックボーンネットにとっ
て、トンネルルータがネットワークのホストコンピュータに相当され、真のホストコンピ
ュータ間の通信メッセージがバックボーンネット間に伝送される時にトンネルで伝送する
必要があり、トンネルメッセージヘッドがトンネルルータのアドレスである。この位置IP
がルータロケータ(Router Locator、RLoc)とも称され、ホストコンピュータのIPアドレス
がエンドポイントID(Endpoint Identity、EID)とも称される。
【０００５】
　LISPネットワークのアーキテクチャ図が図1に示すように、トンネルルータ(Tunnel Rou
ter、TR)ボーダーにおけるホストコンピュータが通信を開始する時の送信元アドレス、目
標アドレスはいずれも端末ホストコンピュータのエンドポイントID(EID)であり、開始TR
がメッセージを受信する時に目標EIDが対応されたTRルータのルータロケータ(RLoc)を捜
して得て、且つ最初のパッケージをトンネルメッセージにパッケージし、トンネルメッセ
ージヘッドの送信元、目標アドレスが送信元TR、送信先TRのRLocである。
【０００６】
　ロケータ/ID分離ネットワークに基づく建設、拡張、普及が長い時間を需要し、ロケー
タ/ID分離ネットワークと従来のインターネットとが長い時期内に同時に存在する。この
ため、2つのネットワークが相互通信を行う必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明はネットワーク相互通信の実現方法及びシステムを提供することを解決しようと
する技術問題として、LISPネットワークとインターネットとの相互通信を実現する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以上の技術問題を解決するために、本発明はネットワーク相互通信の方法を提供し、該
方法は、ロケータ/ID分離(LISP)通信端がインターネット通信側にデータパケットを送信
するステップを含み、
　前記ロケータ/ID分離(LISP)通信端がインターネット通信側にデータパケットを送信す
るステップは、
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　前記LISP通信側がLISPネットワークのトンネルルータ(TR)にLISP単層データパケットを
送信し、前記LISP単層データパケットにおける送信元アドレスはLISP通信側のエンドポイ
ントIDであり、送信先アドレスはインターネット通信側がLISPネットワークと相互通信す
るためのエンドポイントIDであるステップと、
　前記TRが前記LISP単層データパケットを受信し、解析した後、LISP二層データパケット
にパッケージされた後に相互通信サービスノード(ISN)に送信し、前記LISP二層データパ
ケットにおいて、外層送信元アドレスはLISP通信側のルータロケータであり、外層送信先
アドレスはインターネット通信側がLISPネットワークと相互通信するためのルータロケー
タであり、内層送信元アドレスはLISP通信側のエンドポイントIDであり、内層送信先アド
レスはインターネット通信側がLISPネットワークと相互通信するためのエンドポイントID
であるステップと、
　前記ISNが前記LISP二層データパケットを受信した後、解析した後、IPデータパケット
にパッケージされ、前記IPデータパケットにおいて、送信元アドレスはLISP通信側がイン
ターネットと相互通信するためのIPアドレスであり、送信先アドレスはインターネット通
信側のIPアドレスであるステップと、
　前記ISNがルータによって前記IPデータパケットを前記インターネット通信側に送信す
るステップを含み、
　これによって、ロケータ/ID分離ネットワークとインターネットとの相互通信を実現す
る。
【０００９】
　該方法は、インターネット通信側が前記LISP通信側にデータパケットを送信するステッ
プをさらに含み、
　前記インターネット通信側が前記LISP通信側にデータパケットを送信するステップは、
　前記ISNが、前記インターネット通信側が送信したIPデータパケットを受信し、前記イ
ンターネット通信側が送信したIPデータパケットにおける送信元アドレスは前記インター
ネット通信側のIPアドレスであり、送信先アドレスは前記LISP通信側がインターネットと
相互通信するためのIPアドレスであるステップと、 
　前記ISNが、前記インターネット通信側が送信したIPデータパケットを解析してLISP二
層データパケットにパッケージされた後、前記TRに送信し、前記ISNがパッケージしたLIS
P二層データパケットにおいて、外層送信元アドレスは前記インターネット通信側がLISP
ネットワークと相互通信するためのルータロケータであり、外層送信先アドレスは前記LI
SP通信側のルータロケータであり、内層送信元アドレスは前記インターネット通信側がLI
SPネットワークと相互通信するためのエンドポイントIDであり、内層送信先アドレスは前
記LISP通信側のエンドポイントIDであるステップと、
　前記TRが、前記ISNがパッケージしたLISP二層データパケットをLISP単層データパケッ
トにパッケージ解除し、前記TRがパッケージ解除したLISP単層データパケットにおける送
信元アドレスは前記インターネット通信側がLISPネットワークと相互通信するためのエン
ドポイントIDであり、送信先アドレスは前記LISP通信側のエンドポイントIDであるステッ
プと、
　前記TRが、ルータによって前記TRがパッケージ解除したLISP単層データパケットを前記
LISP通信側に送信するステップを含む。
【００１０】
　前記インターネット通信側は前記インターネットの端末又はサービスサーバーであり、
前記LISP通信側は前記LISPネットワークのサービスサーバー又は端末である。
【００１１】
　前記インターネット通信側のエンドポイントIDは前記インターネット通信側が前記イン
ターネットにあるIPv4アドレス、IPv6アドレス又はIPv4アドレスを含む長いビットであり
、前記インターネット通信側のルータロケータは前記LISP通信側が前記インターネットに
あるIPv4アドレス、IPv6アドレス、IPv4アドレスを含む長いビット又は前記ISNのルータ
ロケータであり、前記LISP通信側がインターネットと相互通信するためのIPアドレスは前
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記LISP通信側のエンドポイントID、排他の固定な公衆網IPアドレス又はシェアの、相互通
信に専用する公衆網IPアドレスである。
【００１２】
　以上の技術問題を解決するために、本発明は他のネットワーク相互通信の実現方法をさ
らに提供し、ロケータ/ID分離(LISP)ネットワークの通信側とインターネット通信側とがL
ISPデータパケット転換設備、相互通信データパケット転換設備によって相互通信を実現
し、LISP通信側は、LISPネットワークに位置され、身分を示すエンドポイントID、位置を
示すルータロケータ及び相互通信を実現するためのIPアドレスを有し、前記インターネッ
ト通信側は、インターネットに位置され、IPアドレス、及び相互通信を実現するための、
身分を示すエンドポイントID、位置を示すルータロケータを有し、前記方法は、
　LISP単層データパケットがLISP通信側とLISPデータパケット転換設備との間に伝送され
、前記LISP単層データパケットの送信元アドレス及び送信先アドレスがエンドポイントID
を採用して示す、LISP単層データパケット伝送ステップと、
　LISPデータパケット転換設備がLISP単層データパケットとLISP二層データパケットとの
間の相互転換を行い、前記LISP二層データパケットの外層送信元アドレス及び送信先アド
レスがルータロケータを採用して示し、内層送信元アドレス及び送信先アドレスがエンド
ポイントIDを採用して示す、LISPデータパケット転換ステップと、
　LISP二層データパケットがLISPデータパケット転換設備と相互通信データパケット転換
設備との間に伝送される、LISP二層データパケット伝送ステップと、
　前記相互通信データパケット転換設備がLISP二層データパケットとIPデータパケットと
の間の相互転換を行い、前記IPデータパケットの送信元アドレス及び送信先アドレスがIP
アドレスを採用して示す、相互通信データパケット転換ステップと、
　前記IPデータパケットが前記相互通信データパケット転換設備とインターネット通信側
との間に伝送される、IPデータパケット伝送ステップを含み、
　これによって、ロケータ/ID分離ネットワークがインターネットと相互通信することを
実現する。
【００１３】
　前記インターネット通信側は前記インターネットの端末又はサービスサーバーであり、
前記LISP通信側は前記LISPネットワークのサービスサーバー又は端末である。
【００１４】
　前記インターネット通信側のエンドポイントIDは前記インターネット通信側が前記イン
ターネットにあるIPv4アドレス、IPv6アドレス又はIPv4アドレスを含む長いビットであり
、前記インターネット通信側のルータロケータは前記LISP通信側が前記インターネットに
あるIPv4アドレス、IPv6アドレス、IPv4アドレスを含む長いビット又は前記ISNのルータ
ロケータであり、前記LISP通信側がインターネットと相互通信するためのIPアドレスは前
記LISP通信側のエンドポイントID、排他の固定な公衆網IPアドレス又はシェアの、相互通
信に専用する公衆網IPアドレスである。
【００１５】
　前記技術問題を解決するために、本発明はインターネット通信側、相互通信サービスノ
ード(ISN)、トンネルルータ(TR)及びLISP通信側を含むネットワーク相互通信の実現シス
テムをさらに提供し、
　前記LISP通信側は、LISPネットワークに位置され、前記TRにLISP単層データパケットを
送信し、前記LISP単層データパケットにおける送信元アドレスは前記LISP通信側のエンド
ポイントIDであり、送信先アドレスは前記インターネット通信側がLISPネットワークと相
互通信するためのエンドポイントIDであるように設置され、
　前記TRは、LISPネットワークに位置され、前記LISP通信側に接続され、前記TRは、前記
LISP通信側が送信したLISP単層データパケットを受信し、及びLISP二層データパケットに
解析・パッケージして前記LISP二層データパケットを前記ISNに転送し、前記LISP二層デ
ータパケットにおいて、外層送信元アドレスは前記LISP通信側のルータロケータであり、
外層送信先アドレスは前記インターネット通信側がLISPネットワークと相互通信するため
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のルータロケータであり、内層送信元アドレスは前記LISP通信側のエンドポイントIDであ
り、内層送信先アドレスは前記インターネット通信側がLISPネットワークと相互通信する
ためのエンドポイントIDであるように設置され、
　前記ISNは、前記TRに接続され、前記LISP二層データパケットを受信し、及びIPデータ
パケットに解析・パッケージし、前記IPデータパケットにおける送信元アドレスは前記LI
SP通信側がインターネットと相互通信するためのIPアドレスであり、送信先アドレスは前
記インターネット通信側のIPアドレスであり、前記インターネットによって前記IPデータ
パケットを前記インターネット通信側に送信するように設置され、
　前記インターネット通信側は、前記インターネットによって前記ISNに接続され、前記I
SNが送信したIPデータパケットを受信して処理する、ように設置され、
　これによって、位置分離ネットワークがインターネットと相互通信することを実現する
。
【００１６】
　前記インターネット通信側は、さらに、前記ISNにIPデータパケットを送信し、送信さ
れたIPデータパケットにおいて、送信元アドレスは前記インターネット通信側のIPアドレ
スであり、送信先アドレスは前記LISP通信側がインターネットと相互通信するためのIPア
ドレスであるように設置され、
　前記ISNは、さらに、前記IPデータパケットを受信し、及びLISP二層データパケットを
解析・パッケージし、且つ前記LISP二層データパケットを前記TRに転送し、前記LISP二層
データパケットにおいて、外層送信元アドレスは前記インターネット通信側がLISPネット
ワークと相互通信するためのルータロケータであり、外層送信先アドレスは前記LISP通信
側のルータロケータであり、内層送信元アドレスは前記インターネット通信側がLISPネッ
トワークと相互通信するためのエンドポイントIDであり、内層送信先アドレスは前記LISP
通信側のエンドポイントIDであるように設置され、
　前記TRは、さらに、前記LISP二層データパケットを受信し、及びLISP単層データパケッ
トに解析・パッケージし、且つ対応のLISP通信側に送信し、送信されたLISP単層データパ
ケットにおいて、送信元アドレスは前記インターネット通信側のエンドポイントIDであり
、送信先アドレスは前記LISP通信側の、LISPネットワークにあるエンドポイントIDである
ように設置され、
　前記LISP通信側は、さらに、前記TRが送信したLISP単層データパケットを受信して処理
するように設置される。
【００１７】
　前記インターネット通信側は前記インターネットの端末又はサービスサーバーであり、
前記LISP通信側は前記LISPネットワークのサービスサーバー又は端末である。
【００１８】
　前記インターネット通信側のエンドポイントIDは前記インターネット通信側が前記イン
ターネットにあるIPv4アドレス、IPv6アドレス又はIPv4アドレスを含む長いビットであり
、前記インターネット通信側のルータロケータは前記LISP通信側が前記インターネットに
あるIPv4アドレス、IPv6アドレス、IPv4アドレスを含む長いビット又は前記ISNのルータ
ロケータであり、前記LISP通信側がインターネットと相互通信するためのIPアドレスは前
記LISP通信側のエンドポイントID、排他の固定な公衆網IPアドレス又はシェアの、相互通
信に専用する公衆網IPアドレスである。
【００１９】
　以上の技術問題を解決するために、本発明は他のネットワーク相互通信の実現システム
をさらに提供し、該システムは、
　LISPネットワークに位置され、身分を示すエンドポイントID、位置を示すルータロケー
タ及び相互通信を実現するためのIPアドレスを有し、LISP単層データパケットを生成して
処理し、前記LISP単層データパケットにおける送信元アドレス及び送信先アドレスがエン
ドポイントIDを採用して示し、前記LISP単層データパケットを採用してLISPデータパケッ
ト転換設備と通信するように設置されるLISP通信側と、
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　LISP単層データパケットとLISP二層データパケットとの二方向転換及び転送を実現し、
前記LISP二層データパケットの、外層送信元アドレス及び送信先アドレスがルータロケー
タを採用して示し、内層送信元アドレス及び送信先アドレスがエンドポイントIDを採用し
て示すように設置されるLISPデータパケット転換設備と、
　LISP二層データパケットとIPデータパケットとの二方向転換及び転送を実現し、前記IP
データパケットの、送信元アドレス及び送信先アドレスがIPアドレスを採用して示し、前
記IPデータパケットを採用して前記インターネット通信側と通信するように設置される相
互通信データパケット転換設備と、
　インターネットに位置され、IPアドレス及び相互通信を実現するための、身分を示すエ
ンドポイントID、位置を示すルータロケータを有し、前記IPデータパケットを生成して処
理するように設置されるインターネット通信側を含み、
　これによって、位置分離ネットワークがインターネットと相互通信することを実現する
。
【００２０】
前記インターネット通信側は前記インターネットの端末又はサービスサーバーであり、前
記LISP通信側は前記LISPネットワークのサービスサーバー又は端末である。
【００２１】
　前記インターネット通信側のエンドポイントIDは前記インターネット通信側が前記イン
ターネットにあるIPv4アドレス、IPv6アドレス又はIPv4アドレスを含む長いビットであり
、前記インターネット通信側のルータロケータは前記LISP通信側が前記インターネットに
あるIPv4アドレス、IPv6アドレス、IPv4アドレスを含む長いビット又は前記ISNのルータ
ロケータであり、前記LISP通信側がインターネットと相互通信するためのIPアドレスは前
記LISP通信側のエンドポイントID、排他の固定な公衆網IPアドレス又はシェアの、相互通
信に専用する公衆網IPアドレスである。
【００２２】
　本発明LISPネットワークと現有のインターネット(Legacyネットワーク)が相互通信を実
現する方法及びシステムは、LISPネットワークとLegacyネットワークとの間に相互通信デ
ータパケット二方向転換転送機能を有する相互通信サービスノードを増設することによっ
て、LegacyネットワークとLISPネットワークとのデータ相互通信を実現し、サービスの適
用範囲を拡大し、異なるIDを採用して通信側を区別するネットワーク間に相互通信を実現
させ、具体的に、 
　LISPネットワークの端末が現行のネットワークの各種のサービスをアクセスすることが
でき、現行のネットワーク端末と相互通信することと、
　LISPネットワークのサービスが現行のネットワークから移植するものであると、現行の
ネットワーク及びLISPネットワークにおける端末に同時にアクセスされることと、
　現行のネットワーク端末が修正されなくて、LISPネットワークにアクセスされることが
でき、現行のネットワークのサービス及びLISPネットワークに移植されたサービスを使用
することができることを含む。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】LISPネットワークアーキテクチャ模式図である。
【図２】本発明のLISPアーキテクチャネットワークとLegacyネットワークとの相互通信ア
ーキテクチャの第1模式図である。
【図３】本発明のLISPアーキテクチャネットワークとLegacyネットワークとの相互通信ア
ーキテクチャの第2模式図である。
【図４】LISPアーキテクチャネットワーク端末がLegacyネットワークサービスをアクセス
する応用実例のデータフローチャートである。
【図５】Legacyネットワーク端末がLISPアーキテクチャネットワークサービスをアクセス
する応用実例のデータフローチャートである。
【図６】本発明のLISPアーキテクチャネットワークとLegacyネットワークが相互通信を実
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現する模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　ロケータ/ID分離ネットワークと従来のインターネットとの相互通信はロケータ/ID分離
ネットワーク端末と従来のインターネットの端末とが互いに通信することができることを
意味する。ロケータ/ID分離ネットワーク端末は従来のインターネットが提供したサービ
スをアクセスすることができ、従来のインターネットの端末はロケータ/ID分離ネットワ
ークのサービスもアクセスすることができる。しかし、目前にはこの問題を解決する完璧
な相互通信案がない。
【００２５】
　ロケータ/ID分離アーキテクチャに基づくネットワーク(以下、LISPネットワークを略称
する)と現有のインターネット(以下、Legacyネットワークを略称する)との主な相違は、
データパケットのフォーマット及びアドレスが異なることであり、本発明ロケータ/ID分
離(LISを略称する)ネットワークと現有のインターネット相互通信との実現方法の主な思
想は、ロケータ/ID分離ネットワークとインターネットとの間に相互通信サービスノード
を増設し、相互通信サービスノードによって相互通信データパケット転換の機能を完成し
、アドレスのマッピング処理、データパケットフォーマットの転換及びデータパケットの
転送を含み、LISPネットワークの端末又はサービスサーバーとLegacyネットワークの端末
又はサービスサーバーとの間の通信を実現することである。
【００２６】
　LISPネットワークとLegacyネットワークとの相互通信アーキテクチャが図2に示すよう
に、次のようなものを含み：
　LISP通信側は、LISPネットワークに位置され、身分を示すエンドポイントID、位置を示
すルータロケータ及び相互通信を実現するためのIPアドレスを有し、LISP単層データパケ
ットを生成、処理することに用いられ、及びLISP単層データパケットを採用してトンネル
ルータ(Tunnel Router, TR)と通信し、LISP単層データパケットの送信元アドレス、送信
先アドレスがエンドポイントIDを採用して示し、具体的な機能は、
　前記TRにLISP単層データパケットを送信することに用いられ、送信元アドレスは前記LI
SP通信側のエンドポイントIDであり、送信先アドレスは前記インターネット通信側がLISP
ネットワークと相互通信するためのエンドポイントIDであることと、TRが送信したLISP単
層データパケットを受信して処理することにさらに用いられ、送信元アドレスは前記イン
ターネット通信側のエンドポイントIDであり、送信先アドレスは前記LISP通信側の、LISP
ネットワークにあるエンドポイントIDであることを含み；
　TRは、LISPネットワークに位置され、前記LISP通信側に接続され、LISPデータパケット
転換機能を有し、LISP単層データパケットとLISP二層データパケットとの二方向転換及び
転送を実現することに用いられ、LISP二層データパケットの外層送信元、送信先アドレス
がルータロケータを採用して示し、内層の送信元、送信先アドレスがエンドポイントIDを
採用して示し、具体的な機能は、
　LISP通信側が送信したLISP単層データパケットを受信し、及びLISP二層データパケット
に解析・パッケージして前記LISP二層データパケットをISNに転送することに用いられ、
前記LISP二層データパケットにおいて、外層送信元アドレスは前記LISP通信側のルータロ
ケータであり、外層送信先アドレスは前記インターネット通信側がLISPネットワークと相
互通信するためのルータロケータであり、内層送信元アドレスは前記LISP通信側のエンド
ポイントIDであり、内層送信先アドレスは前記インターネット通信側がLISPネットワーク
と相互通信するためのエンドポイントIDであることと、前記LISP二層データパケットを受
信し、及びLISP単層データパケットに解析・パッケージして前記LISP通信側に送信するこ
とにさらに用いられることとを含み;
　相互通信サービスノード(Interworking Service Node、以下、ISNを略称する)は、前記
TRに接続され、相互通信データパケット転換機能を有し、LISP二層データパケットとIPデ
ータパケットとの二方向転換及び転送を実現することに用いられ、前記IPデータパケット
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の送信元、送信先アドレスがIPアドレスを採用して示し、具体的な機能は、
　前記LISP二層データパケットを受信し、及びIPデータパケットに解析・パッケージして
前記インターネットによって前記IPデータパケットを前記インターネット通信側に送信す
ることに用いられ、IPデータパケットにおいて送信元アドレスは前記LISP通信側がインタ
ーネットと相互通信するためのIPアドレスであり、送信先アドレスは前記インターネット
通信側のIPアドレスであることと、前記IPデータパケットを受信し、及びLISP二層データ
パケットに解析パッケージし、且つ前記LISP二層データパケットを前記TRに転送すること
にさらに用いられ、前記LISP二層データパケットにおいて、外層送信元アドレスは前記イ
ンターネット通信側がLISPネットワークと相互通信するためのルータロケータであり、外
層送信先アドレスは前記LISP通信側のルータロケータであり、内層送信元アドレスは前記
インターネット通信側がLISPネットワークと相互通信するためのエンドポイントIDであり
、内層送信先アドレスは前記LISP通信側のエンドポイントIDであることとを含み;
　前記インターネット通信側は、現有のインターネットに位置され、IPアドレス、及び相
互通信を実現するための、身分を示すエンドポイントID、位置を示すルータロケータを有
し、前記IPデータパケットを生成して処理し、及び前記IPデータパケットを採用してISN
と通信することに用いられ、具体的な機能は、
　前記インターネットによって前記ISNに接続され、前記ISNが送信したIPデータパケット
を受信して処理することに用いられることと、前記ISNにIPデータパケットを送信するこ
とにさらに用いられ、送信元アドレスは前記インターネット通信側のIPアドレスであり、
送信先アドレスは前記LISP通信側がインターネットと相互通信するためのIPアドレスであ
ることとを含み;
　以上に述べたLISP通信側は前記LISPネットワークのサービスサーバー又は端末であり、
インターネット通信側は前記インターネットの端末又はサービスサーバーであり、以上の
相互通信アーキテクチャはLISPネットワーク端末とインターネット端末、LISPネットワー
ク端末とインターネットサービスサーバー、インターネット端末とLISPネットワーク端末
、及びインターネット端末とLISPネットワークサービスサーバーとの間の通信を実現する
ことができる。
【００２７】
　Legacyネットワークサービスサーバー又は端末のエンドポイントID(EIDを略称する)の
エンコードはLISPネットワークが端末互換性への要求、LISPネットワークの発展段階によ
って確定され、Legacyネットワークにおけるサービスサーバー又は端末公衆網IPv4アドレ
スであってもよく、Legacyネットワークにおけるサービスサーバー又は端末公衆網IPv6ア
ドレスであってもよく、Legacyネットワークにおけるサービスサーバー又は端末公衆網IP
v4アドレスを含む長いビット(32ビットを超える)通し番号であってもよい。
【００２８】
　Legacyネットワークサービスサーバー又は端末ルータロケータ(RLocを略称する)はLISP
ネットワークの発展段階によって確定され、Legacyネットワークにおけるサービスサーバ
ー又は端末公衆網IPv4アドレスであってもよく、Legacyネットワークにおけるサービスサ
ーバー又は端末公衆網IPv6アドレスであってもよく、Legacyネットワークにおけるサービ
スサーバー又は端末公衆網IPv4アドレスを含む長いビット(32ビットを超える)通し番号で
あってもよく、ISNを転送するアドレスであってもよい。比較的に簡単な方法は、Legacy
ネットワークサービスサーバー又は端末のEID、Rloc及びIPアドレスが同じで、該ID規則
を採用し、別の分配をする必要がないだけでなく、該マッピング関係を保存する必要がな
い。
【００２９】
　LISPサービスサーバー又は端末のIPアドレスはLISP通信側のエンドポイントIDであって
もよく、排他の固定な公衆網IPアドレスであってもよく、シェアの、相互通信に専用する
公衆網IPアドレスであってもよい。
【００３０】
　以上の相互通信データパケットの転換を実現するために、データパケットを転換する時
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のアドレス転換処理を行うように、ISNはローカル又はマッピングサーバーに保存されたE
ID、RLoc及びIPアドレスのマッピング関係を捜す必要があり、ISNの負担を減軽するよう
に、さらに、転換後のデータパケットを転送する必要があり、具体的に実現時に、LISPネ
ットワークとLegacyネットワークとのボーダーに、ISNに接続されたボーダーゲートウェ
イ(border gateway、BGを略称する)を増設し、BGによりIPデータパケットのルーティング
及び転送を実現し、ISNの数量及び位置は相互通信の流量及び分布に必要な負荷分担によ
って配置される。図3に示すようなものである。
【００３１】
　以下、図3に示すネットワークアーキテクチャを例として、本発明の相互通信方法につ
いて詳しく説明する。
【００３２】
応用実例一
　図4に示すように、LISPネットワーク端末がLegacyネットワークにおけるサービスサー
バーデータストリームアップリンク(LISPネットワーク端からLegacyネットワークへ流れ
る)をアクセスする時のデータパケット処理過程は、
　LISPネットワーク端末がTRにLegacyネットワークをアクセスするデータパケットを送信
し、その送信先アドレスがLegacyネットワークのサービスサーバーEIDであり、送信元ア
ドレスがLISPネットワーク端末のEIDであるステップA1と、
　TR はLISPネットワーク端末がLegacyネットワークをアクセスするデータパケットを受
信し、且つマッピング平面を捜してEIDが対応するRLocが得られ、データパケットを、外
層送信元アドレスが送信元RLocで、送信先アドレスがLegacyネットワークサービスサーバ
ーRlocアドレスで、内層送信元アドレスがLISPネットワーク端末のEIDで、送信先アドレ
スがLegacyネットワークサービスサーバーEIDであるパッケージデータパケットに転換す
るステップA2と、
　ステップA2におけるデータパケットがルータを経てISNに転送される時に、ISNに該デー
タパケットの外層パッケージを除去し、内層のEIDを解析し、このために、EIDは、存在し
たマッピング関係によってLISPネットワーク端末とLegacyネットワークとの相互通信のIP
アドレスが得られ、存在しないとネットワーク相互通信のIPアドレスを再び分配し、且つ
マッピング関係を保存し、ISNに、データパケットを、送信先アドレスがLegacyネットワ
ークサービスサーバーの公衆網アドレスで、送信元アドレスがLISPネットワーク端末IPア
ドレスであるデータパケットにパケット化するステップA3と、
　ISN、BG、Legacyネットワークにおいて、ルータによってA3でパケット化した後のアッ
プリンクデータパケットを相応のサービスサーバーに転送するステップA4～ステップA6を
含む。
【００３３】
応用実例二
　図4に示すように、LISPネットワーク端末がLegacyネットワークにおけるサービスサー
バーデータストリームダウンリンク(LegacyネットワークからLISPネットワーク端へ流れ
る)をアクセスする時のデータパケット処理過程は、
　LISPネットワーク端末が、Legacyネットワークをアクセスし、ダウンリンクデータパケ
ットを回復してLegacyネットワーク、BGを経てISNに到達し、その送信元アドレスがLegac
yネットワークにおけるサービスサーバーの公衆網アドレスであり、送信先アドレスがLIS
Pネットワーク端末とLegacyネットワークとの相互通信のIPアドレスであるステップB1～B
3と、
　ISNがデータパケットの送信先IPアドレスによって、LISPネットワーク端末のEID及びRL
ocを捜して得て、ISNに、データパケットを、外層送信元アドレスがLegacyネットワーク
サービスサーバーとLISPネットワークとの相互通信のRLocで、送信先アドレスがLISPネッ
トワーク端末のRLocで、内層送信元アドレスがLegacyネットワークサービスサーバーとLI
SPネットワークとの相互通信のEIDで、内層送信先アドレスがLISPネットワーク端末のEID
であるものにパケット化するステップB4と、
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　ステップB4においてパケット化されたデータパケットがルータを経てTRに転送されるス
テップB5と、
　TRが、該データパケットの外層パッケージを除去し、内層のEIDを解析し、送信先アド
レスがLISPネットワーク端末のEIDで、送信元アドレスがLegacyネットワークサービスサ
ーバーのEIDであるデータパケットを形成し、データパケットのアウトバウンドインタフ
ェースを調べるステップB6と、
　アウトバウンドインタフェースによって、TRがデータパケットを相応のLISPネットワー
クアクセス端末に送信するステップB7を含む。
【００３４】
応用実例三
　図5に示すように、LegacyネットワークがLISPネットワークにおけるサービスサーバー
データストリームダウンリンク(LegacyネットワークからLISPネットワークへ流れる)をア
クセスする時のデータパケット処理過程は、
　LegacyネットワークがLISPネットワークサービスサーバーをアクセスするダウンリンク
データパケットが、Legacyネットワーク、BGを経てISNに到達し、その送信元IPアドレス
がLegacyネットワーク端末の公衆網アドレスであり、送信先IPアドレスがLISPネットワー
クにおいてアクセスされたサービスサーバーとLegacyネットワークとの相互通信のIPアド
レスであるステップC1～C2と、
　ISNに、データパケットのサービスサーバーのIPアドレスによって、マッピング関係を
捜して、LISPネットワークの相応のサービスサーバーのEIDが得られ、且つEIDによってLI
SPネットワークサービスサーバーのRLocを捜して得るステップC3～C5と、
　ISNに、マッピング関係によってデータパケットをLISPネットワークにおけるパッケー
ジデータパケットに転換し、その外層送信元アドレスがLegacyネットワーク端末とLISPネ
ットワークとの相互通信のRLocであり、送信先アドレスがLISPネットワークサービスサー
バーのRLocであり、内層送信元アドレスがLegacyネットワーク端末とLISPネットワークと
の相互通信のEIDであり、内層送信先アドレスがLISPネットワークサービスサーバーのEID
であるステップC6と、
　ステップC6におけるデータパケットがルータを経てTRに転送される時、TRが該データパ
ケットの外層パッケージを除去し、内層のEIDを解析し、送信先アドレスがLISPネットワ
ークサービスサーバーEIDで、送信元アドレスがLegacyネットワーク端末EIDであるデータ
パケットにパケット化して形成し、LISPネットワークサービスサーバーへ連通するアウト
バウンドインタフェースを捜すステップC7と、
　アウトバウンドインタフェースによって、TRがデータパケットを相応のLISPネットワー
クサービスサーバーに転送するステップC8を含む。
【００３５】
応用実例四
　図5に示すように、Legacyネットワーク端末がLISPネットワークにおけるサービスサー
バーデータストリームアップリンク(LISPネットワーク端末からLegacyネットワークへ流
れる)をアクセスする時のデータパケット処理過程は、
　Legacyネットワーク端末はLISPネットワークサービスサーバーが回復したアップリンク
データパケットをアクセスしてTRへ送信するステップD1と、
　TRがアップリンクデータパケットをLISPネットワークのパッケージデータパケットに転
換し、ISNへ送信し、その外層送信元アドレスがサービスサーバーのRLocであり、送信先
アドレスがLegacyネットワーク端末とLISPネットワークとの相互通信のRLocであり、内層
送信元アドレスがサービスサーバーのEIDであり、送信先アドレスがLegacyネットワーク
端末とLISPネットワークとの相互通信のEIDであるステップD2と、
　ステップD2におけるデータパケットがルータを経てISNに転送される時、ISNが該データ
パケットの外層パッケージを除去し、内層のEIDを解析し、マッピングによってLISPネッ
トワークサービスサーバーとLegacyネットワークとの相互通信のIPアドレスが得られ、IS
Nにデータパケットを、送信先アドレスがLegacyネットワーク端末のIPアドレスで、送信
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元アドレスがLISPネットワークサービスサーバーのIPアドレスであるデータパケットに転
換するステップD3と、
　ISN、BG、Legacyネットワークにおいて、ルータによってステップD3にパケット化後の
アップリンクデータパケットを相応のLegacyネットワーク端末に転換するステップD4～D6
を含む。
【００３６】
　LISPネットワーク端末とLegacyネットワーク端末とが通信する過程は以上の工程と類似
であるため、ここで再び贅言しない。
【００３７】
　以上の叙述及び説明によれば、LISP通信側及びインターネット通信側がLISPデータパケ
ット転換設備、相互通信データパケット転換設備によって相互通信を実現することと、LI
SP通信側が、LISPネットワークに位置され、身分を示すエンドポイントID、位置を示すル
ータロケータ及び相互通信を実現するためのIPアドレスを有することと、前記インターネ
ット通信側が、インターネットに位置され、IPアドレス、及び相互通信を実現するための
、身分を示すエンドポイントID、位置を示すルータロケータを有することを発見すること
ができ、図6に示すように、本発明ロケータ/ID分離ネットワークがインターネットと相互
通信する実現方法は、
　ステップ601、LISP単層データパケットがLISP通信側とLISPデータパケット転換設備と
の間に伝送され、前記LISP単層データパケットの送信元、送信先アドレスがエンドポイン
トIDを採用して示す、LISP単層データパケット伝送ステップと、
　ステップ602、LISPデータパケット転換設備がLISP単層データパケットとLISP二層デー
タパケットとの間の相互転換を行い、前記LISP二層データパケットの外層送信元、送信先
アドレスがルータロケータを採用して示し、内層送信元、送信先がエンドポイントIDを採
用して示す、LISPデータパケット転換ステップと、
　ステップ603、LISP二層データパケットがLISPデータパケット転換設備と相互通信デー
タパケット転換設備との間に伝送される、LISP二層データパケット伝送ステップと、
　ステップ604、前記相互通信データパケット転換設備がLISP二層データパケットとIPデ
ータパケットとの間の相互転換を行い、前記IPデータパケットの送信元、送信先アドレス
がIPアドレスを採用して示す、相互通信データパケット転換ステップと、
　ステップ605、前記IPデータパケットが前記相互通信データパケット転換設備とインタ
ーネット通信側との間に伝送される、IPデータパケット伝送ステップを含む。
【００３８】
　図4と図5との工程によれば、データパケットの流れ方向がステップ601～605の先後順序
を決定し、データパケットがIDネットワーク通信側からインターネット通信側へ送信され
ると、順次にステップ601、602、603、604、605を実行し、データパケットがインターネ
ット通信側からIDネットワーク通信側へ送信されると、順次にステップ605、604、603、6
02、601を実行することを発見しやすい。
【００３９】
　以上に述べるようなものは本発明の実施例だけであり、本発明を制限することに用いら
れなく、本分野の従業員にとって、本発明は各種の変更及び変化を有してもよい。本発明
の精神及び原則内にある限り、行われた任意の修正、同等交換、改善などが、いずれも本
発明の請求項範囲内に含まれるべきである。 
【産業上の利用可能性】
【００４０】
　本発明のLISPネットワークと現有のインターネット(Legacyネットワーク)とが相互通信
を実現する方法及びシステムは、LISPネットワークとLegacyネットワークとの間に相互通
信データパケット二方向転換転送機能を有する相互通信サービスノードを増設することに
よって、LegacyネットワークとLISPネットワークとのデータ相互通信を実現し、サービス
の適用範囲を拡大しており、異なるIDを採用して通信側を区別するネットワーク間に相互
通信を実現させ、具体的に、 
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　LISPネットワークの端末が現行のネットワークの各種のサービスをアクセスすることが
でき、現行のネットワーク端末と相互通信することと、
　LISPネットワークのサービスが現行のネットワークから移植するものであると、現行の
ネットワーク及びLISPネットワークにおける端末に同時にアクセスされることと、
　現行のネットワーク端末が修正されなくて、LISPネットワークにアクセスすることがで
き、現行のネットワークのサービス及びLISPネットワークに移植されたサービスを使用す
ることができることと、を含む。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】
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